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1．はじめに
実践女子大学図書館現蔵にして山岸徳平旧蔵書のうち「公条本」と称される
『源氏物語」写本、本稿はこの山岸文庫蔵『伝公条本源氏物語」の''C年代を報
ずるものである。14C年代とは、木材や紙などに含まれている炭素、そのなか
でも炭素14とよばれる原子の含有量を測定することで求められる自然科学的な
年代である。
内容・奥書・書風・体裁などに基づく書誌学的な年代と14C年代とは、互い
に異なる原理・手法によって独立に求められる年代である。本研究の目的は、
こうした両年代に基づき公条本の成立年代に関する知見を得るところにある。
本報においては、まず'4C年代測定法の原理を紹介した上で、公条本について
'4C年代測定法を適用した結果を示し、書誌学的な見地から判定される年代と
併せて公条本の成立年代について論じたい。
2.!4C年代測定法
<14C年代測定法の原理＞
炭素は、水素・酸素などとともに動植物を構成する主要な元素の一つであり、
アルファベット"C"がその元素記号である。天然に存在する炭素には、炭素
12･炭素13･炭素14とよばれる三種類があり、各々12C･13C･!4Cとして表さ
れる。肩にある12･13．14という数字は原子一粒の相対的な質量を示すもので
あり、このなかでは'4Cが最も重い炭素ということになる。」2C･!3C・｣4Cのよ
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うに、互いに炭素という同じ元素でありながら、質量が異なるものを同位体と
よぶ。」4Cは炭素の放射性同位体とよばれ、質量以外にも'2C・｣3Cと異なる性
質がある。すなわち、時間の経過とともにしICはβ線という放射線を放出しな
がら自身は'4Nという別の核種に変化し、次第にその数を減らしてゆくのであ
る。放射壊変とよばれる現象である。一方、こうした壊変を起こすことのない
'2C･13Cは安定同位体とよばれる。
大気中に含まれる二酸化炭素CO2にも、炭素の各同位体からなる12CO2･
'3CO2･14CO2の三種類がある。このうちl4CO2だけは放射壊変を起こして、その
数が減少してゆくはずである。しかし、大気中の14CO2濃度は時間とともに減少
することはなく、ほぼ一定の値をとっている'1)○宇宙空間より地球に飛来する
宇宙線は、地球大気を構成する原子と原子核反応を起こし、さらに種々の二次
的な宇宙線を生産する。その中に含まれる中性子は、大気中の窒素原子と反応
し'4Cを生成する。生成された'4Cは直ちに酸化され、』4CO2の形で大気中に分散
する。この宇宙線による生成と放射壊変による減少とのつりあいによって、大
気中14CO2濃度が一定に保たれることになる｡
二酸化炭素は光合成によって植物に取り込まれる。したがって、光合成を行
っている限り、植物体中の'4C濃度は大気中のそれとほぼ同じ値をとる'2)。しか
し、植物が伐採されるなどすると、大気からの14CO2供給も停止する。したがっ
て、大気に対して閉鎖系を形成した植物遺体中においては、放射壊変によって
'4C濃度は時間とともに減少することになる(3)。それゆえ、この14C濃度の減少
量を測定することによって、閉鎖系形成時からの経過時間('4C年代）を求め
ることが可能となる。
＜加速器質量分析法による'4C年代測定＞
'4C年代測定法は、1940年代後半にアメリカ．シカゴ大学のW.F.Libbyらの一
連の研究によって開発された(4)-(9)｡14C濃度を測定することでその資料の年代を
求めるという14C年代測定法は、遺跡から出土した木炭・骨．貝殻など炭素を
含む資料の年代判定法として、考古学の分野で広く利用されてきた。しかし、
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古文書・絵画・工芸品などについては、原理的には適用できるものでありなが
らも、実際にこうした資料についての測定例は極めて少なかった。その原因は、
測定に必要となる試料の量にあった。
'4C濃度測定には、二つの方法がある。一つは、気体比例計数管や液体シン
チレーシヨンカウンターなどを用いて'4Cの放出するβ線を計数する放射線計
数法である。この方法は、1940年代末のLibbyによる創始以来用いられてきた
方法であるが、一回の測定に約，グラムの炭素試料が必要であり、古文書や美
術工芸品への適用は非現実的なものであった。試料の量に関する問題点を解消
したのは、加速器質量分析法、もう一つの14C濃度測定法である。加速器質量
分析法(AMS:AcceleratorMassSpectrometry)はl970年代後半に開発され''01,
1980年代に入り本格化しはじめた測定法である。従来法である放射線計数法の
千分の一、すなわち約1ミリグラムの炭素試料で年代測定を行う。これが加速
器質量分析法の最大の特徴である。加速器質量分析法の登場によって、」4C年
代測定を適用できる試料の範囲が大きく広がった。土器に付着した炭化物（お
こげ）のように元より量の少ない試料や'''1，鉄器など炭素含有率の低い試料u2j、
(13)などの年代測定が実現するとともに、古文書や美術工芸品への適用も現実的
なものとなるに至った"Hls1。
現在までに名古屋大学年代測定総合研究センターにおいては、その有効性を
検証することを目的として、歴史学的に年代の明らかにされている資料を中心
に古文書・古経典類の14C年代測定が進められてきた。現在までに得られてい
る結果からは、14C年代には測定誤差が伴うものの、歴史学的に求められてい
る年代と一致することが示されている(19)･(2')Oこうした研究成果の上に立ち、年
代未詳の和紙資料についての14C年代測定も進められている(理)､(零)。
3．実験
＜「伝公条本源氏物語』＞
山岸文庫蔵「伝公条本源氏物語」にある「公条」とは、室町末期の古典学
－（3）－
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者・歌人である三条西公条(1487-1563)を指すものと思われる。国文学の分野
において「三条西家の古典学」・「三条西家源氏学」と称されるのは、父であ
る三条西実隆(1455-1537)から公条、そして子の実枝(1511-1579)の三代に
わたる古典文化・文学、特に「源氏物語」に関する研究である。現在、三条西
家の『源氏物語」写本としては、日本大学総合図書館と宮内庁書陵部とに所蔵
される二種類の三条西家証本が知られている。
実践女子大学所蔵の『伝公条本源氏物語』が三条西公条による写本であるこ
とが明らかにされれば、三条西家に関係する第三の「源氏物語」写本の存在が
認められることになる。しかしながら、公条本には書写者を伝える奥書・識語
を有さず、伝来についての関連資料も知られていない。そこで、「公条本」の
成立年代についての知見を得るために、加速器質量分析法による'4C年代測定
を行った。
＜試料＞
1995年、実践女子大学図耆館において公条本の修補が行われた際に、表紙と
見返し紙の間に補強材として利用されていた反故紙が発見された。年代測定に
供した試料はこれら反故紙である。
試料No.1…元は公条本以外の別の本の表紙として利用されていた反故紙
この表紙反故は折り級から判断すると約22.5cm×16.0cmの
本に利用されていたと推定される。
試料No.2…試料No.1の表紙反故に貼付されていた紙
寸法、約14.5cm×19.5cm
試料No.3…見返し紙
約26.5cm×20.5cmの折り雛有り
＜試料調製＞
一般に、試料の表面には炭素を含有するほこりが付着している。しかも後世
になって染み込んだような不純物も試料には含まれている。したがって、年代
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測定に供する以前に、こうした不純物を除去し、年代を得るべき試料に由来す
る成分のみを抽出する必要がある。本研究において対象とする試料は和紙であ
る。そこで以下のような化学処理を行い、料紙の原料となった植物に由来する
化学成分、すなわち植物の細胞壁を構成する成分のなかで最も化学的に安定な
q-セルロースを試料から抽出した。
和紙資料から60～65mg程度の紙片を分取し（表lのw,)、表1liに付着した不
純物を除去すべく蒸留水中で超音波による洗浄を行った。その後、ホットプレ
ート上にて60～70℃に加温し1.2NHCl水溶液による洗浄を行った。この際、数
時間ごとに溶液を交換しながら、2日間処理を行った。次いで、1.2NNaOH水
溶液を用いて|耐l様の処理を施し、さらに再度1.2NHCl水溶液によって同条件の
洗浄を行った。この酸・アルカリ交互洗浄の後、0.07MNaCIO，水溶液(70~
80℃、1.2NHCl酸性）によって試料の漂白を行った。約1時間ごとに溶液を交
換し、この処理を4回繰り返した。次いで、60～70℃の1.2NHCl水溶液にて洗
浄しNaCIO2を除去し、さらに蒸留水で洗浄しHClを除去した。その後、室温に
て17.5%NaOH水溶液に浸し、試料からへミセルロース･6-･y-セルロースな
どを除去した。これを濾別し、17.5%NaOH、1.2NHCl、H,Oの順序で洗浄し、
真空デシケー ター 中で乾燥させて20～30mgのα-セルロー スを得た(表lのw,)｡
このd－セルロースに含まれる':'C濃度を測定することで'4C年代が得られるわ
けだが、まずはこのα-セルロー ス(C6HI｡O5)｡から炭素Cのみを抽出せねばならな
い。加速器質量分析に適し、炭素Cのみからなる化合物であるグラファイト
(黒鉛）を以下のように合成した。
約6mgのα-セルロー ス（表1のW3)を、約650mgの酸化銅(U)CuOとともに
約2時間加熱(850℃）することで酸化させ、CO2に変換した。このCO2を、真
空ライン中においてethanol、n-pentane、液体窒素などの冷媒を用いて精製し
た。得られたCO2は炭素にして2.3～2.4mgであった（表lのW,)。このCO2の一
部（表1のW5)を水素によって還元し（鉄触媒存在下、650℃で6時間以上加
熱)、グラファイトを合成した。これを専用の手動圧縮装置を用いて圧縮し加
速器質量分析計測定用ターゲットとした。
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表1．試料調製
試料No
?
1 ワョ
分取した試料w,[mg]
化学処理後のq-セルロー スw2Img]
CO2化に供したα-セルロー スw3{mgl
精製後のCO2w41mgC]
グラファイトw=[mg]
???????????
65.2
31.1
6．1
2．33
1．87
??
???。???????
＜測定＞
!4C年代測定は、上記のように調製したグラファイトを用いて、名古屋大学
年代測定総合研究センタータンデトロン加速器質量分析計2号機で行った。測
定は各試料について三回ずつ行った。
同位体分別効果の補正は、従来は気体用質量分析計によって測定された6
13C値をもって行われていたが、本研究では、タンデトロン2号機でMC/'2C比
を測定する際に同時に得られる安定同位体比('3C/'2C比）をもってこの補正
を行った。また、標準体にはNBS-シュウ酸(SRM-4990)から調製したグラフ
ァイトターゲットを用いた。
4．結果
'･'C年代の測定結果を表2に示した。各試料三回の測定結果を(1)～(3)とし、
その平均値を(av.)として示した。
さて、」』C年代に限らず、こうした自然科学的年代には実際の暦年代との間
に若干なりともずれがあると考えねばならない。14C年代の場合、実際の暦年
代と完全に一致するためには、大気中の'1C濃度が常に一定であることが求め
られる。しかし、宇宙線強度・地球磁場などの変動にともない、大気中!''C濃
度は経時的な変動を示す。それが原因となり、':IC年代と実際の暦年代との間
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表2.14C年代と較正年代
試料No.!4C年代[BP1較正年代{calADI
????????
?
? ?????
1529()1548,1634(1644)1659
1516(1529,1548)1598,1617(1634)1643
1648(1661)1671,1779()1798,1945()1945
1639(1645)1653
??????? ? ???
1784()1790
1776(1783,1792)1801.1940()1946
1740()1754,1756(1779,1798)1804､1935(1945,1945)1947
1780(1784,1788)1797
???，】
?
? ???。?〉〈?《???【??〈 《 （ 〈?
??，?、。??
?
? ???? ? ??
1658(1668)1678
1651(1662)1672
1672(1681)1694
1665(1671)1676
????〕???????
?????
??? ? ?????
? ????
??
??
??
??
?
?
? ???
? （ ?〈? 〕 〕????
?
?【???
?
????
??
?
??
?
???
?
???
にずれが生じる。この問題は、Libbyによって'"IC年代測定法が確立された時期
に既に意識されていたが(2,1、定量的な研究が開始されたのは、1960年代に入っ
てからである(251､(26)O温帯地方の場合、樹木は通常一年に一枚ずつ年輪を形成す
る。そのため、伐採された年などが判明していれば、各年輪の成長した暦年代
を求めることができる。こうした暦年代の既知である樹木年輪試料について
'4C年代測定が行われ、実際の暦年代と'4C年代との間にある関係が明らかにさ
れはじめたのである。これらの研究にもとづき、】4C年代と暦年代の関係を示
す較正曲線が作成され、現在では測定された':;C年代を暦年代に換算（較正）
することが可能となっている。本研究において測定した公条本の'IC年代につ
いても、1998年に発表された較正曲線恥を用い、暦年代への較正を行った。
図1には、14C年代の暦年代較正の例を示した。縦軸が'4C年代、横軸が暦年
代もしくは較正年代である。14C年代には[BPIという単位が用いられる。これ
はBeforePresentの略であり、14C年代は西暦1950年を0[BP]としてそこからさ
かのぼった数値で与えられると定義されている。したがって、大気中'4C濃度
／局、
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に経時変動がなく、」4C年代と暦年代との間にずれがないとすると、図1の破
線のような関係になるはずである。しかしながら、実際には図中の折れ線のよ
うな関係がある。この折れ線が較正曲線である。図1では、二つの14C年代
(1038±32IBPIと243±33[BP])の暦年代較正を示した。1038±32[BP]の較正を
例にとると、三本の横棒のうち中央のものが14C年代の中央値1038[BP]であり、
上下のものが誤差の両限を示す(28}。これら横棒と較正曲線との交点から横軸に
垂線をおろすことで暦年代が求められる。14C年代1038[BP]には、1001，1014、
1015[calAD](29)という三つの暦年代が対応し、誤差範囲の両限にはそれぞれ
983IcalAD]と1021[calAD]とが対応する。本報における較正年代の表記法は、
14C年代の中央値を較正した結果を()内に、14C年代の誤差範囲の両限を較
1600
1038±32[BP]-
983(1001，1014､1015)1021[calAD]
ヘ
別
1400
243±33[BP]--
1643(1655)1665,1784()1790[calAD]
1200
????????? ??
400
三
、??‐
、
200
し1別｜’’
0
600800100012001400160018002000
較正年代[calAD]
図1.]4C年代の暦年代較正
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正した値を（）の外に示すものとした。すなわち、'4C年代1038±32{BP]を較
正して得られる暦年代は、983(1001，1014、1015)1021[calADIと表記する。一
方、243±33[BPIに対しては、誤差範囲の下限に複数の暦年代が対応し、較正
年代に1643～1665[calAD}と1784～1790[calAD]の二つの候補が挙がることに
なる。較正して得られた暦年代は14C年代とともに表2に示した。
5．考察
公条本の書誌学的知見については、別稿に詳しく述べられている(30'､(3')。以下
には、その要旨を述べる。
三条西家に直接かかわる「源氏物語』写本として知られる日本大学総合図書
館蔵の三条西家証本は、縦17.0cm×横17.5cmの寸法をもった枡形本であり、鳥
の子紙を列帖装に装丁したものである。また、その本文は三条西実隆・公条・
公順三人の書写による寄合書であり、手習・夢の浮橋の両巻末には実隆の奥書
が記されている。この奥書によると、日大本が書写されたのは1525～1531年の
間となる。しかも、上述の体裁についても16世紀前半に成ったとしてふさわし
いものである。
一方、これと比較するかたちで公条本の体裁をみると、寸法は縦29.9cm×横
19.lcmと大きく、装丁は楮紙を袋綴にしたものである。本文は、一筆ではない
やや稚拙な寄合書によるものである。また、その表紙には奉書（厚手の楮紙）
の反故紙背を楯子で染めたものを利用している。さらに、1995年の実践女子大
学図書館における修補の際には、表紙の紙背（すなわち本来の表面）に「松た
いら伊予守」「松たいら越前守」といった文字が発見されている。
また、書風に関して述べるならば、日大本は実隆・公条・公順三人の筆にな
るものであるが、細川幽斎(1534-1610)の証言から桐壺・帯木および12巻は確
実な公条の筆であり、また14巻が公条筆として認定されている(32)。こうした公
条筆による日大本の桐壺・末摘花巻冒部と公条本の当該部との比較において
も、両者の間に明確な差異が認められる。
－（9）－
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こうした体裁の特徴や本文の書風など、いずれの点をみても、公条本の成立
時期は江戸時代後期ないしは中期を大きく遡るものではないと判断できる。
以上が書誌学的な見地からみた公条本の概要である。一方、加速器によって
測定された'4C年代から公条本をながめてみる。試料三点の'4C年代は、表2に
示したとおり、平均値でそれぞれ270±22，212±18，190±20[BP]である。試
料No.1の値が、他の二試料に比べて若干古い値を示しているようである。ま
た、較正年代は、試料No.1で1639～1653[calAD]、試料No.2では1659~
1797IcalAD]，試料No､3では1665～1946IcalAD]となる。
'4C年代の測定誤差が±約20年、つまり幅にしてみると40年程度であるのに
対して、較正後の誤差範囲は試料No.1では14年と小さくなり、試料No,2と
No.3では、各々238年、281年と極端に広がっている。これは、図1に示した
較正曲線の形に起因するものであり、較正曲線が横這いになっているような期
間の試料では、'4C年代の測定誤差に比べて較正後の年代の誤差が大きくなる。
逆に較正曲線が立ち上がっているような期間では、較正後の誤差の方が小さく
なる。17世紀半ばから20世紀半ばまでの約300年間は、較正曲線が横這いにな
っており(33)、この期間の試料はいずれも100～200[BPIという14C年代を示す。そ
れゆえ、試料No.2･3のように100～200[BP]という14C年代が得られた場合、
その較正年代は、17世紀半ばから20世紀半ばという大きな誤差範囲をもつこと
になる。しかしながら、いずれにしても試料No.2およびNo.3の年代は17世紀
をさかのぼるものではないことは確かである。
一方、試料No.1の較正年代は1639～1653[calAD]と、他の2試料より若干古
い値を示している。また、平均をとる前の三回の測定結果をみると三条西公条
の時代にあたる16世紀にまでさかのぼる値を誤差範囲内に含むものもある。し
かし、上述したように':IC年代とは、和紙の場合は原料となった植物が刈り取
られた年代を示すものであり、試料No.1について得られる14C年代は公条本に
再利用される以前に別の本の表紙として利用された年代であると考えられる。
ゆえに、試料No.1の'4C年代は、公条本に表紙が装丁された時期よりもやや古
い時代を示しうるものである。
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試料No.1に限らず、補強のために用いられたと考えられる試料No.2も古紙
であった可能性がある。また、試料No.3の見返し紙にしても、公条本の寸法
(29.9cm×191cm)と異なる折り談(26.5cm×20.5cm)があることから、再利
用された紙の可能性もあり、本文の書かれている本紙と直接一致するものでは
ない。こうした本紙そのものではない周辺紙の'4C年代を本体の成立年代とみ
なすことはできないが、その紙の一次使用の時期を示す'4C年代は、本体の成
立年代の上限となるはずである。すなわち、表紙だけ後補されたというような
ことがない限り、公条本の成立年代を、本研究で得られた較正年代を遡ること
のない時期、すなわち17世紀以降に求めることができる。一方、書誌学的な知
見に基づき、公条本本文について江戸時代後期ないしは中期を大きく遡ること
のない書写年代が得られていることから、今回測定した試料の'4C年代は、こ
うした書誌学的年代を支持する結果であるということができる。
6．おわりに
本研究においては、書風・体裁など書誌学的な見地からみた年代と、加速器
質量分析法による14C年代測定という自然科学的な手法によって得られた年代
とに基づき、公条本の耆写年代について、それが江戸時代後期ないしは中期を
大きく遡ることがないという結論を下した。
本研究において対象とした公条本に限らず、広く歴史学資料、考古学資料に
ついて'4C年代を測定する場合、その行為の本質的な目的は、その史料なり資
料が何らかの役割をもった道具として歴史のなかに登場した年代を探究すると
ころにある。手法は自然科学によるものでありながら、目的は歴史学の範鳫に
存するのである。
書誌学的な手法と自然科学的手法とでは、異なる学問基盤に基づくものであ
るゆえに、それぞれが固有の有効性をもっている。しかしこれは同時に、それ
ぞれが固有の問題点を伴うものであることも意味している。それゆえ、年代を
探究するという目的の前に、書誌学的手法と自然科学的手法とは、互いの限界
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を補い合いうる関係にあるのではないだろうか。本研究はこの点を明確に認識
し、公条本の成立年代に関して一つの見解を示すことができたものであると考
えている。
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abstract
Themanuscriptsof"Genjimonogatari"attributedto'Kintda'1belongto
YamagishiTokuheiBibliothecaatthelibraryofJissenWomen'sUniversity.
Thewordof'Kmbda"wouldseemtomeanthenameofarealpersoninhis-
tory,SanjOniShiKInbda,whoisfamousasaclassicistandaWakapoetinthe
lateMuromachiperiod(roughlycorrespondingtothefirsthalfofthel6th
century).However,itisobviousfrombibliographicstandpointthatthemanu-
scriptswerenotwritteninMuromach/periodbutinthelaterperiod:the
middleorlatterEdoperiod(18thorthefirsthalfofthel9thcentury).In
addition,itwasshownfromthestyleofcalligraphythatthemanuscripts
werenotcopiedbySanjon/s虹腫ntda.Thisstudyprovidesradiocarbonages
ofthemanuscriptbyacceleratormassspectrometry(AMS).Thecoverofthe
bookhadbeenreinfOrcedwithwastepaper.Thesamplesforradiocarbon
datingwerethreefragmentsofthatwastepaper・Fromeachfragment,
alpha-cellulosewaspreparedbychemicaltreatment.Thecellulosewascon-
vertedintographitetobeusedasatargetfOrtheTandetronaccelerator
massspectrometeratNagoyaUniversityCenterforChronologicalResearch.
Themeasuredradiocarbonageswerecalibratedintocalendarageswithan
empiricalequationbasedonradiocarbonmeasurementofdendrochronologi-
callydatedtreerings・Calibratedradiocarbonagesrangedfromthelatter
halfofthel7thtotheearlyl9thcentury;theresultsareconsistentwiththe
bibliographicinformation.Frombothbibliographicresearchandradiocarbon
dating,itisconcludedthatthemanuscriptof"GenjimoIIogarari"waswritten
inthemiddleorlatterEdoperiod.
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